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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線プレゼンスベースサービスを可能にするための方法であって、
　無線通信ネットワークによって、移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージン
グ応答を監視する工程と、前記メッセージングおよびメッセージング応答はＭＳのプレゼ
ンス状態およびＭＳによるプレゼンス状態の変化のいずれかを明確に特定しないことと、
　前記無線通信ネットワークによって、前記監視に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変
化を推測する工程と、
　前記無線通信ネットワークによって、前記状態の変化をプレゼンスサーバに伝達する工
程とを備え、
　前記推測する工程は、ＭＳのプレゼンス状態が、ＭＳは存在していることを示し、かつ
、電源が入っていないこと、登録を取り消していること、使用不可モードに入っているこ
と、前記無線通信ネットワークの外部にいること、および他の通信に関与していることと
の内からのＭＳの動作を示すメッセージングを検出した場合に、ＭＳのプレゼンス状態が
変化したことを推測する工程を備える、方法。
【請求項２】
　無線プレゼンスベースサービスを可能にするための方法であって、
　無線通信ネットワークによって、移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージン
グ応答を監視する工程と、前記メッセージングおよびメッセージング応答はＭＳのプレゼ
ンス状態およびＭＳによるプレゼンス状態の変化のいずれかを明確に特定しないことと、
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　前記無線通信ネットワークによって、前記監視に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変
化を推測する工程と、
　前記無線通信ネットワークによって、前記状態の変化をプレゼンスサーバに伝達する工
程とを備え、
　前記推測する工程は、ＭＳのプレゼンス状態が、ＭＳは存在していないことを示し、か
つ、電源が入っていること、登録していること、使用不可モードから抜け出ていること、
前記無線通信ネットワークの内部にいること、および他の通信を実行していることとの内
からのＭＳの動作を示すメッセージングを検出した場合に、ＭＳのプレゼンス状態が変化
したことを推測する工程を備える、方法。
【請求項３】
　前記メッセージング応答は、ページ応答、ショートデータバースト（ＳＤＢ）確認応答
、状態応答メッセージ、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）確認応答、およびレイヤ
２確認応答の内からの応答を備える、請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　前記無線通信ネットワークによって、ＭＳが応答する必要のあるメッセージングを信号
伝達する工程を更に備える、請求項１又は２記載の方法。
【請求項５】
　前記ＭＳが応答する必要のあるメッセージングは、ページ、ショートデータバースト（
ＳＤＢ）メッセージ、状態要求メッセージ、およびショートメッセージサービス（ＳＭＳ
）メッセージを備える、請求項４記載の方法。
【請求項６】
　監視する工程は、前記メッセージングおよびメッセージング応答に基づいて、ＭＳの最
新の確認位置情報を保持することを備え、
　ＭＳに信号伝達する工程は、前記ＭＳの最新の確認位置情報に基づいて、少なくとも一
つのセルの内にあるＭＳに信号伝達することを備える、請求項４記載の方法。
【請求項７】
　無線プレゼンスベースサービスを可能にするための方法であって、
　無線通信ネットワークによって、移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージン
グ応答を監視する工程と、前記メッセージングおよびメッセージング応答はＭＳのプレゼ
ンス状態およびＭＳによるプレゼンス状態の変化のいずれかを明確に特定しないことと、
　前記無線通信ネットワークによって、前記監視に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変
化を推測する工程と、
　前記無線通信ネットワークによって、前記状態の変化をプレゼンスサーバに伝達する工
程とを備え、
　監視する工程は、ＭＳに信号伝達した後に、前記信号伝達に対する応答がない所定期間
が経過したことを検出することを備え、
　前記所定期間に応答がないことは、メッセージング応答であり、
　推測する工程は、ＭＳのプレゼンス状態がＭＳは存在していることを表示する場合、前
記メッセージング応答に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変化を推測することを備える
、方法。
【請求項８】
　無線プレゼンスベースサービスを可能にするための方法であって、
　無線通信ネットワークによって、移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージン
グ応答を監視する工程と、前記メッセージングおよびメッセージング応答はＭＳのプレゼ
ンス状態およびＭＳによるプレゼンス状態の変化のいずれかを明確に特定しないことと、
　前記無線通信ネットワークによって、前記監視に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変
化を推測する工程と、
　前記無線通信ネットワークによって、前記状態の変化をプレゼンスサーバに伝達する工
程とを備え、
　監視する工程は、ＭＳに繰り返し信号伝達した後に、前記信号伝達に対する応答がない
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所定期間が経過したことを検出することを備え、
　前記所定期間に応答がないことは、メッセージング応答であり、
　推測する工程は、ＭＳのプレゼンス状態がＭＳは存在していることを表示する場合、前
記メッセージング応答に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変化を推測することを備える
、方法。
【請求項９】
　無線通信ネットワークであって、
　移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージング応答を受信する無線送受信機と
、
　通信を行うために前記無線送受信機に接続された無線プレゼンスプロキシであって、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのメッセージングおよびメッセージング応答
を監視するように適合され、前記メッセージングおよびメッセージング応答は、ＭＳのプ
レゼンス状態またはＭＳのプレゼンス状態の変化を明確に特定せず、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、前記監視に基づいてＭＳのプレゼンス状態の変化
を推測するように適合され、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、プレゼンスサーバに前記状態の変化を伝達するよ
うに適合されている無線プレゼンスプロキシとを備え、
　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのプレゼンス状態が、ＭＳは存在していることを
示し、かつ、電源が入っていないこと、登録を取り消していること、使用不可モードに入
っていること、前記無線通信ネットワークの外部にいること、および他の通信に関与して
いることとの内からのＭＳの動作を示すメッセージングを検出した場合に、ＭＳのプレゼ
ンス状態が変化したことを推測するように適合されている、無線通信ネットワーク。
【請求項１０】
　無線通信ネットワークであって、
　移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージング応答を受信する無線送受信機と
、
　通信を行うために前記無線送受信機に接続された無線プレゼンスプロキシであって、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのメッセージングおよびメッセージング応答
を監視するように適合され、前記メッセージングおよびメッセージング応答は、ＭＳのプ
レゼンス状態またはＭＳのプレゼンス状態の変化を明確に特定せず、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、前記監視に基づいてＭＳのプレゼンス状態の変化
を推測するように適合され、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、プレゼンスサーバに前記状態の変化を伝達するよ
うに適合されている無線プレゼンスプロキシとを備え、
　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのプレゼンス状態が、ＭＳは存在していないこと
を示し、かつ、電源が入っていること、登録していること、使用不可モードから抜け出て
いること、前記無線通信ネットワークの内部にいること、および他の通信を実行している
こととの内からのＭＳの動作を示すメッセージングを検出した場合に、ＭＳのプレゼンス
状態が変化したことを推測するように適合されている、無線通信ネットワーク。
【請求項１１】
　無線通信ネットワークであって、
　移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージング応答を受信する無線送受信機と
、
　通信を行うために前記無線送受信機に接続された無線プレゼンスプロキシであって、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのメッセージングおよびメッセージング応答
を監視するように適合され、前記メッセージングおよびメッセージング応答は、ＭＳのプ
レゼンス状態またはＭＳのプレゼンス状態の変化を明確に特定せず、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、前記監視に基づいてＭＳのプレゼンス状態の変化
を推測するように適合され、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、プレゼンスサーバに前記状態の変化を伝達するよ
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うに適合されている無線プレゼンスプロキシとを備え、
　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳに信号伝達した後に、前記信号伝達に対する応答
がない所定期間が経過したことを検出するように適合され、
　前記所定期間に応答がないことは、メッセージング応答であり、
　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのプレゼンス状態がＭＳは存在していることを表
示する場合、前記メッセージング応答に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変化を推測す
るように適合されている、無線通信ネットワーク。
【請求項１２】
　無線通信ネットワークであって、
　移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージング応答を受信する無線送受信機と
、
　通信を行うために前記無線送受信機に接続された無線プレゼンスプロキシであって、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのメッセージングおよびメッセージング応答
を監視するように適合され、前記メッセージングおよびメッセージング応答は、ＭＳのプ
レゼンス状態またはＭＳのプレゼンス状態の変化を明確に特定せず、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、前記監視に基づいてＭＳのプレゼンス状態の変化
を推測するように適合され、
　　　前記無線プレゼンスプロキシは、プレゼンスサーバに前記状態の変化を伝達するよ
うに適合されている無線プレゼンスプロキシとを備え、
　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳに繰り返し信号伝達した後に、前記信号伝達に対
する応答がない所定期間が経過したことを検出するように適合され、
　前記所定期間に応答がないことは、メッセージング応答であり、
　前記無線プレゼンスプロキシは、ＭＳのプレゼンス状態がＭＳは存在していることを表
示する場合、前記メッセージング応答に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の変化を推測す
るように適合されている、無線通信ネットワーク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本願は、「無線プレゼンスベースサービスを可能にする無線通信ネットワークおよびそ
の方法（ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮＳ　ＮＥＴＷＯＲＫ　ＡＮＤ　
ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＥＮＡＢＬＩＮＧ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　ＰＲＥＳＥＮＣＥ－ＢＡ
ＳＥＤ　ＳＥＲＶＩＣＥＳ）」と題する、２００３年７月１１日に出願された米国仮出願
番号第６０／４８６６８４号の優先権を主張し、該仮出願は全て、本願において参照によ
り援用される。
【０００２】
　本発明は概して無線通信システムに関連し、詳細には、そのようなシステムにおいて無
線プレゼンスベースサービスを可能にすることに関連する。
【背景技術】
【０００３】
　インスタントメッセージング（ＩＭ）のような、プレゼンスサービスはインターネット
ユーザにとって周知である。これらのサービスはまた、第三世代（３Ｇ）の無線通信が提
供するものの一部分でもある。しかしながら、現在の無線通信体系ではこれらのサービス
を非常に効率的に扱うことはできない。例えば、既存のプレゼンスサーバは、通常、定期
的に目的の移動局（ＭＳ）に疎通確認を行うことによってプレゼンス情報を保持し、疎通
確認の応答、または欠落をプレゼンス「ハートビート」信号として使用する。図１は、例
えばＭＳへの疎通確認に関する簡略化されたメッセージング交換を表す。メッセージング
フロー図１００に示すように、プレゼンスサーバの疎通確認用パケットは、パケットデー
タサービングノード（ＰＤＳＮ）を経由して、基地局（ＢＳ）、移動交換局（ＭＳＣ）、
ＭＳ、パケット制御機能（ＰＣＦ）、およびＰＤＳＮの間において実質的なメッセージン
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グを始動して、最終的に疎通確認の応答を（ＰＤＳＮを経由して）プレゼンスサーバに配
信する。図に示すように、上記ページングはＭＳＣおよびＡインターフェースを広範囲に
渡り必要とする。また、ＭＳに対する無線インターフェースに、長いページを使用してい
る（即ち、非効率的である）。該ネットワークおよびＭＳは、休止状態から全データのセ
ッションの起動（即ち、Ｔチャネルを割り当てる呼設定）、パケット交換、および接続の
切断を行う。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　更に、各個のサービスは他のサービスとは独立してプレゼンスを追跡することがある。
例えば、異なるＩＭサービスは、各々のサービスごとに目的のＭＳに疎通確認を実行し、
実質的に同じ情報を取得している。現在のプレゼンスの実施に伴う非効率性を考慮すると
、無線通信ネットワークにおいて、より効率的に無線プレゼンスベースのサービスを可能
にするための方法を必要とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態によって、より効率的な無線プレゼンスベースサービスを可能にする
必要性に対処する。概して、無線プレゼンスプロキシ（ＷＰＰ）は、無線送受信機を経由
して移動局（ＭＳ）のメッセージング、およびメッセージング応答を監視する。このよう
なメッセージングおよびメッセージング応答は、ＭＳのプレゼンス状態、または状態の変
化を明確に特定していない。従って、上記の監視に基づいて、ＷＰＰはＭＳのプレゼンス
状態／変化を推測し、ＭＳの位置情報を保持する。前記ＷＰＰは、プレゼンスサーバ（２
２５）の要求に応じて任意のプレゼンス状態の変化を伝達し、ＭＳのプレゼンス状態を確
認する。メッセージングを監視すること、ＭＳのプレゼンスをサーバに通知すること、お
よびサーバの要求（多くのサーバから同一のＭＳに対する要求の可能性を含む）を処理す
ることによって、本発明の実施形態では、例えば広範囲に及ぶページングや呼設定、およ
び各プレゼンスのための疎通確認に対する接続の切断のような、既存の多くの非効率性を
プレゼンスサーバから削減または回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本発明は、無線プレゼンスベースサービスを可能にするための方法であって、無線通信
ネットワークは、前記無線プレゼンスベースサービスにおいて移動局（ＭＳ）のメッセー
ジングおよびメッセージング応答を監視する方法を含む。前記メッセージングおよびメッ
セージング応答は、ＭＳのプレゼンス状態またはプレゼンス状態の変化を明確に特定しな
い。無線通信ネットワークは監視に基づいてＭＳのプレゼンス状態における変化を推測し
、前記状態の変化をプレゼンスサーバに伝達する。
【０００７】
　本発明はまた、移動局（ＭＳ）のメッセージングおよびメッセージング応答を受信する
無線送受信機を含む無線通信ネットワークも備える。前記無線通信ネットワークは、無線
送受信機に通信可能に接続された無線プレゼンスプロキシ（ＷＰＰ）も含む。ＷＰＰは、
ＭＳのメッセージングおよびメッセージング応答を監視するように適合されている。前記
メッセージングおよびメッセージング応答は、ＭＳのプレゼンス状態およびプレゼンス状
態の変化を明確に特定しない。ＷＰＰは更に、監視に基づいて、ＭＳのプレゼンス状態の
変化を推測し、その状態の変化をプレゼンスサーバに伝達するように適合されている。
【０００８】
　本願において開示された実施形態は図２から図６を参照することによって、より十分に
理解されよう。図２から図４は、本発明の第一、第二、およびより一般化された実施形態
に基づいて、無線通信システム２００，３００，４００をそれぞれ表すブロック図である
。システム２００，３００，４００は周知である符号分割多重接続（ＣＤＭＡ）システム
、具体的にはＣＤＭＡ２０００システムである。該システムは米国電気通信工業会／米国
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電子工業会（ＴＩＡ／ＥＩＡ）標準のＩＳ－２０００およびＴＩＡ－２００１に基づいて
おり、本発明を実施するために適宜修正されている（前記ＴＩＡ／ＥＩＡには、２００１
　Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ　Ａｖｅ．　ＮＷ　Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　Ｄ．Ｃ．　２０
００６にて連絡可能である）。本発明の代替となる実施形態は、例えば、以下の技術に限
定するものではないが、ＩＳ－１３６，ＩＳ－９５，ＩＳ－８３３，ＷＣＤＭＡ，ＨＲＰ
Ｄ（ＴＩＡ－８７８－１およびＴＩＡ－１８７８），ｉＤＥＮ，ＷｉＤＥＮ，ＧＳＭ，Ｇ
ＰＲＳ，ＵＭＴＳ，およびＥＤＧＥのような、他の技術を利用する通信システムにおいて
実施することもできる。本発明の実施形態は無線通信ネットワーク２１０，３１０，４１
０と、移動局（ＭＳ）２０１，４０１を含む。前記実施形態は、プレゼンスサーバ２２５
、インターネットネットワーク２２０、および公衆交換電話網２３０のような周知の構成
要素も含む。プレゼンスサーバ２２５は、図面には単一のプレゼンスサーバとして示され
てているが、複数のサーバを表してもよく、それらの各々のサーバはＩＭ、かつ／または
プッシュトゥートーク（ＰＴＴ）のような個々のサービスに対応する。図面では携帯電話
として表されているが、本発明におけるＭＳは携帯電話に限定されるものではない。例え
ば、ＭＳは、コンピュータ（例えばデスクトップやラップトップ）、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、ゲーム機器等の無線通信ネットワークに接続されるあらゆる種類の装置を含み得る
。
【０００９】
　図２から図４に示すように、無線通信ネットワーク２１０，３１０，４１０は、ＣＤＭ
Ａ２０００エアーインターフェースリソース２０５，４０５を経由してＭＳ２０１，４０
１と通信する。リソース２０５は、例えばアクセスチャネル、ページングチャネル、およ
び情報チャネルのような、様々な種類の周知のチャネルを備える。これらのチャネルの中
には、例えば情報チャネルのように、要求に応じて、かつ周知の技術および標準に従って
、ユーザサービスを提供するために動的に割り当てられたり、割り当てを外されたりする
ものもある。
【００１０】
　当業者は、図２から図４において、システム２００，３００，４００の動作に必要な全
てのネットワーク機器が表されておらず、本発明の実施形態の説明に特に関連するシステ
ム構成要素および論理構成要素のみ表されていることを認識するであろう。例えば、無線
通信ネットワーク４１０は、無線送受信機（ＷＴＥ）４１１および無線プレゼンスプロキ
シ（ＷＰＰ）４１５を含んで表されている。無線通信ネットワーク４１０と一致する実施
形態の中には、一つ以上の基地局（ＢＴＳ）内にＷＴＥ４１１を備えて、ＭＳ４０１に関
連するメッセージングおよびメッセージング応答の送信および受信をサポートするものも
ある。
【００１１】
　ＷＰＰ４１５は、前記論理回路はコンピュータ命令として表現され、かつ／または回路
内に表されたアルゴリズムを実行するように設計された、例えばプロセッサ、メモリ、か
つ／または論理回路のような周知の構成要素を使用して実施され得る。一つのアルゴリズ
ムまたは論理フローを考えると、当業者は任意の論理を実行するＷＰＰを実装するのに有
用な、多くの設計および技術開発を考え付くであろう。例えば、本発明と一致するＷＰＰ
は、独立型のシステム構成要素（例えば、制御機能）として実装され、（例えば、ＭＳＣ
内における制御機能、またはＰＣＦ２１４内のＷＰＰ２１５によって表されるような）周
知のシステム構成要素に組み込まれているか、または（例えば、ＷＰＰ３１５はＭＳＣ３
１３およびＰＣＦ３１４に渡って配置されるように）周知のシステム構成要素に渡って配
置されることもある。
【００１２】
　無線通信ネットワーク２１０は、本発明の第一実施形態に基づいて表されている。ネッ
トワーク２１０は、周知のシステム構成要素であるＭＳＣ／ＶＬＲ２１３およびＰＤＳＮ
２１６を含む。加えてネットワーク２１０は、ＷＰＰ２１５を内部に組み込むＰＣＦ２１
４、ＷＴＥ（例えばＷＴＥ２１１）を含むＢＳ２１２、基地局制御装置（ＢＳＣ）、およ
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び選択配分装置（ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　ｕｎｉｔ（
ＳＤＵ））を含む。
【００１３】
　本発明の第一実施形態に基づく通信システム２００は、実質的に以下のように動作する
。ＷＰＰ２１５は、ＷＴＥ２１１を経由して受信されたＭＳ２０１のメッセージングおよ
びメッセージング応答を監視する。前記メッセージング応答は、例えばページ応答、ショ
ートデータバースト（ＳＤＢ）確認応答、状態応答メッセージ、ショートメッセージサー
ビス（ＳＭＳ）確認応答、およびレイヤ２確認応答のような信号伝達を含む。前記メッセ
ージングには、ＭＳの電源が入っているか否か、登録しているかまたは登録を取り消して
いるか、使用不可モードに入っているか、または使用不可モードから抜け出たのか、無線
通信ネットワーク２１０の外部にいるか、内部にいるか、または他の通信に関与している
か、終了したのか等のＭＳに関する表示を含む。そのような信号伝達は、今日、プレゼン
スサービスを提供していないシステムにおいて使用されている。従って、そのようなメッ
セージング応答は、ＭＳ２０１に専門のソフトウェアを要求しないだけでなく、ＭＳ２０
１のプレゼンスまたはＭＳ２０１のプレゼンス状態の変化を明確に特定もしない。結果と
して、ＷＰＰ２１５は、その監視に基づいてＭＳのプレゼンス状態かつ／または状態の変
化を推測することになる。ＷＰＰ２１５はその後、上記のＭＳのプレゼンス状態かつ／ま
たは状態の変化をプレゼンスサーバ２２５に伝達する。上記の通信はＰＤＳＮ２１６を経
由して行い、インターネットメッセージングおよびセッション開始プロトコル（ＳＩＰ）
を使用する。
【００１４】
　ＭＳ２０１のプレゼンス状態／変化を推測するために、ＷＰＰ２１５はＭＳ２０１のメ
ッセージングおよびメッセージング応答を監視する。例えば、ＭＳ２０１のプレゼンス状
態が、存在していると示している場合、ＷＰＰ２１５は、ＭＳ２０１の電源が入っていな
い、ＭＳ２０１は登録を取り消している、使用不可モードに入っている、無線通信ネット
ワーク２１０の外部にいる、および他の通信に関与していることを示すメッセージングを
検出した際に、ＭＳ２０１のプレゼンス状態が存在していない状態に変化したことを推測
することができる。同様に、ＭＳ２０１のプレゼンス状態が、存在していないと示してい
る場合、ＷＰＰ２１５は、ＭＳ２０１の電源が入っている、ＭＳ２１０は登録している、
使用不可モードから抜け出ている、無線通信ネットワーク内部にいる、および他の通信を
実行していることを示すメッセージングを検出した際に、ＭＳ２０１のプレゼンス状態が
存在している状態に変化したことを推測することができる。
【００１５】
　第一実施形態において、ＷＰＰ２１５は、時にはＭＳに応答を要求するメッセージング
で信号伝達することがある。この信号伝達は、例えば定期的なタイマの満了、無作為に選
択された時間間隔で設定されたタイマの満了、またはプレゼンスサーバ２２５からの要求
（例えば、疎通確認の要求）の受信によって引き起こされ得る。ＭＳ２０１が応答を要求
されるメッセージングには、ページ、ショートデータバースト（ＳＤＢ）メッセージ、状
態要求メッセージ、およびショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージ等のメッセ
ージングが含まれる。
【００１６】
　ＷＰＰ２１５は、該ＷＰＰ２１５が監視するメッセージングおよびメッセージング応答
に基づいて、ＭＳ２０１の最新の確認位置情報を保持（即ち、記憶かつ／または更新）す
る。この最新の確認位置情報は、第一実施形態においてはセルＩＤであるが、その代わり
に、基地局ＩＤ、セルＩＤの一覧、または位置登録した市外局番（ＬＡＣ）を含むことも
ある。このようにして位置情報を記憶することにより、ＭＳ２０１は動作していると考え
られるセル（または複数のセル）内においてのみ、信号伝達され得る。これは、プレゼン
スをサポートする第一実施形態の効率に貢献することになる。
【００１７】
　ＷＰＰ２１５は、該ＷＰＰが開始した信号伝達に応答してメッセージング応答を受信す
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ると、ＭＳ２０１のプレゼンス状態に変化がないことを推測することができる。ＭＳ２０
１が位置を変更している、即ち、ＭＳ２０１がＷＰＰ２１５が示すＭＳ２０１の最新の確
認位置情報とは異なるセルから応答する可能性がある。この場合、ＷＰＰ２１５はＭＳ２
０１の最新の確認位置情報を更新する。また、ＷＰＰ２１５はＭＳ２０１のプレゼンス情
報を（プレゼンス情報は変化していないが）プレゼンスサーバ２２５に確認する。この確
認によって、プレゼンスサーバ２２５はＭＳ２０１のための疎通確認のタイマを初期化す
ることができる。同様に、ＷＰＰ２１５も、ＭＳ２０１のプレゼンス状態に変化がないと
いう推測を使用して、ＭＳ２１０のプレゼンス状態の情報の保持に使用するタイマを開始
または停止し得る。
【００１８】
　ＷＰＰ２１５は、該ＷＰＰが開始した信号伝達の応答を受信しないこともある。その場
合、ＷＰＰ２１５はタイマ（複数のタイマ）を使用して応答期間を設定し、その期間にお
いて、応答、任意に繰り返される信号伝達、およびその他の形態の信号伝達（例えば、以
下に説明するＭＳＣが命令する信号伝達）の使用による試行に対して待機する。前記応答
期間の間に応答を受信しない（即ち、応答なしのメッセージング応答である）場合、ＷＰ
Ｐ２１５は、ＭＳ２０１のプレゼンス状態が、存在する状態から存在しない状態に変化し
たと推測することができる。
【００１９】
　ＷＰＰ２１５は最新の確認位置情報に従って、ＭＳ２０１に信号伝達を開始するが、Ｂ
Ｓ２１２がＭＳ２１０からの応答を受信しない場合、ＢＳ２１２はＭＳ２１３に対して、
ＭＳ２０１のページング領域情報を使用して（即ち、ＭＳＣが命令する信号伝達によって
）、ＭＳ２０１に信号伝達するように要求する。ＭＳ２０１が位置を変更した場合、ＷＰ
Ｐ２１５にある最新の確認位置情報に示すセルと異なるセルからではあるが、ＭＳ２０１
は応答すべきである。このようにしてＭＳ２０１のプレゼンス状態は確認され、ＷＰＰ２
１５の最新の確認位置情報は更新される。
【００２０】
　図５は本発明の第一実施形態に基づく、プレゼンスベースサービスをサポートするメッ
セージングのメッセージングフロー図である。ＷＰＰ２１５はプレゼンスサーバ２２５か
ら（ＰＤＳＮ２１６を経由して）ＭＳ２０１の現在の状態に対する要求（例えばプレゼン
ス要求メッセージ５０１）を受信し得る。代わりに、ＷＰＰ２１５自身が、時には（おそ
らく定期的に）ＭＳ２０１のプレゼンス状態を確認しようとすることもある。ＷＰＰ２１
５は、その誘因が何であれ、ＢＳ２１２に信号伝達要求メッセージを送信し、具体的には
、Ａ９－ショートデータ配信メッセージ（ｓｈｏｒｔ　ｄａｔａ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｍ
ｅｓｓａｇｅ）５０２を送信する。該メッセージは信号伝達位置（例えば、セルＩＤ）を
示し、前記信号伝達位置内のＭＳ２０１に信号伝達する。ＢＳ２１２は続いて、表示され
たセル内のページングチャネルで、ＭＳ２０１にショートデータバースト５０３を信号伝
達する。
【００２１】
　第一実施形態において、ＭＳ２０１はレイヤ２確認応答を伴うアクセスチャネルで応答
し、前記応答はＢＳ２１２によって受信される。しかしながら、ＭＳ２０１は、ＭＳ２０
１からの応答が受信されたか否かを示す内容をＷＰＰ２１５に送信するために、ＢＳ２１
２に対して応答する必要はなかったのである。具体的には、ＢＳ２１２は、ＭＳ２０１が
応答したことを示すＡ９－ショートデータ確認応答メッセージ５０５を、ＷＰＰ２１５に
送信する。このようなメッセージング応答から、ＷＰＰ２１５は後にＭＳ２０１のプレゼ
ンス状態を推測できるのである。必要ならば、ＷＰＰ２１５は、プレゼンス更新／確認メ
ッセージ５０６を使用して、（ＰＤＳＮ２１６を経由して）プレゼンスサーバ２２５で上
記プレゼンス状態を更新、または確認する。このプレセンスサーバメッセージングはプレ
ゼンス状態が変化した場合、またはプレゼンスサーバ２２５が確認を要求した場合にのみ
必要となる。
【００２２】
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　図６は、本発明の第一実施形態に基づく無線通信システムによって実行される機能を表
す論理フロー図である。論理フロー６００は、ＭＳのメッセージングおよびメッセージン
グ応答を監視している無線通信ネットワークから開始する。この監視に基づいて、前記ネ
ットワークはＭＳの最新の確認位置情報を保持し（６０４）、ＭＳのプレゼンス状態を推
測する（６０８）。ＭＳのプレゼンス状態が変化した場合、またはプレゼンスサーバがプ
レゼンス状態の確認を要求した場合（６１０）、前記ネットワークは推測したＭＳの状態
を、要求しているサーバ、またはＭＳの新たな状態を通知する必要のあるサーバに伝達す
る。論理フロー６００は、後にブロック６０４に戻り上記の監視ループを継続する。
【００２３】
　監視ループを実行している間に、無線ネットワークはまた、ＭＳのプレゼンス状態を調
査する時期を示す誘因を待受けている。そのような誘因には、ネットワークプレゼンスタ
イマの満了、およびプレゼンスサーバの要求の受信などがある。誘因となる事象が起こる
と（６１４）、前記ネットワークは、最新の確認位置情報によって示されるＭＳに、該Ｍ
Ｓが応答する必要があるメッセージングで信号伝達する。論理フロー６００は、後にブロ
ック６１４に戻り上記信号伝達ループを継続する。
【００２４】
　前述の明細書において、本発明は特定の実施形態を参照して説明されてきた。しかしな
がら、当業者は、添付の請求項に記載されている本発明の精神と範囲を逸脱することなく
、様々な修正および変更が可能であることを認識するであろう。従って、本明細書および
図面は、本発明を限定する意図はなく、本発明を説明するためのものであると見なされ、
そのような修正の全ては本発明の範囲に含まれることを目的としている。加えて、当業者
は図面にある構成要素は、簡素化し、明快に表されており、必ずしも実際の寸法に則して
描かれていないことを認識するであろう。例えば、図面にある構成要素の中には、本発明
の様々な実施形態を理解し易いように、他の構成要素と比較した場合、誇張して描かれて
いるものもある。
【００２５】
　利益、その他の利点、および問題の解決は、本発明の特定の実施形態に関連して、上記
において説明されてきた。しかしながら、前記利益、利点、および問題の解決、およびそ
のような利益、利点、解決を引き起こす、または結果としてもたらす任意の要素、または
そのような利益、利点、解決をより顕著なものにする任意の要素は、任意のまたは全ての
請求項の範囲に重要であり、必要である、または本質的な機能或いは要素であると解釈さ
れていない。本願および添付の請求項の範囲において使用されているように、用語「備え
る」、「備えている」、またはそれらの用語のその他の使用方法は、非排他的に含むもの
を参照することであり、例えば、処理、方法、製造品、または構成要素の一覧を備える装
置は、その一覧にある構成要素のみを含むのではなく、前記一覧に表されていないなその
他の構成要素、またはそのような処理、方法、製造品、または装置に固有の他の構成要素
も含み得る。
【００２６】
　本願において使用される用語「一つの」は、一つまたは一つ以上であると定義する。本
願において使用される用語「複数の」は、二つまたは二つ以上であると定義する。本願に
おいて使用される用語「別の」は、少なくとも二番目の、またはそれ以上であると定義す
る。本願において使用される用語「含む」かつ／または「有する」は備えることである（
つまり、非制限的用語である）と定義する。本願において使用される用語「結合した」は
、「接続した」と定義するが、必ずしも直接、かつ機械的に接続している必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】プレゼンスベースサービスをサポートする、先行技術によるメッセージングのフ
ロー図。
【図２】本発明の第一実施形態に基づく、無線通信システムのブロック図。
【図３】本発明の第二実施形態に基づく、無線通信システムのブロック図。
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【図４】本発明のより一般化した実施形態に基づく、無線通信システムのブロック図。
【図５】本発明の第一実施形態に基づく、プレゼンスベースサービスをサポートするため
のメッセージングフロー図。
【図６】本発明の第一実施形態に基づく、無線通信システムにより実行される機能の論理
フロー図

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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